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項目

そ ベクト 演算電磁気学を理解するために必要な数学 その2 ベクトル演算

ベクトル演算は、電磁気学でもっともよく使う数学です。これが使い
こなせるようになると、様々な物理量の立体的な捉え方ができるように
なります。

ベクトル表記について
A ：物理量を表す記号の上に矢印をつける。
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ベクトルの和、差
Q3-1 下記の二つのベクトルの和、および差ベクトルを書きなさい。
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：誘電率、 Q:電荷、 D：電束密度ベクトル



スカラ関数の体積積分

この微少体積中の電荷をQkとする。
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Q3-2 内積及び外積を，各成分で示しなさい。
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外積の定義
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Q3-4 図中に力fのベクトルを書き込みなさい。



Q3-5 下記の計算を実行しなさい。
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Q3-6 下記の計算を実行しなさい。
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ベクトル微分演算子
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ベクトル微分演算子の公式：レポート課題：提出は来週講義開始時

以下の公式を確認すること。
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放射電磁界解析でよく用いる放射電磁界解析でよく用いる。



講義で用いる数学の重要な定理

ガウスの定理
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講義で用いる数学の重要な定理
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よく用いる3つの座標系
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三つの座標系でのベクトル微分演算子：レポート課題 来週まで
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本講義のまとめ

＊ベクトルの線積分、面積分について、自分なりにまとめなさい。

＊ベクトル微分演算子について、自分なりにまとめなさい。

＊理解できないことがあれば、必ず質問すること。


